
  
 

厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 
分担研究報告書 

 
総合的な思春期・若年成人（AYA）世代のがん対策のあり方に関する研究 

 
「AYA 世代がん患者の妊孕性温存に関する研究―地域医療連携ネットワーク構築を志向して」 

 
研究分担者  鈴木 直 聖マリアンナ医科大学産婦人科学 教授 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  Ａ．研究目的 

AYA世代（小児・若年成人: adolescence and young 
adult）のがん患者に対する妊孕性温存に関する諸
問題を解決するためには、多くの職種の専門家が
一堂に会してその問題点を共有するだけでなく、
新しい医療技術の安全性と有効性を十分に理解す
る必要性がある。2017 年 7 月には日本癌治療学会
から、「小児、思春期・若年がん患者の妊孕性温存
に関する診療ガイドライン 2017 年度版」が刊行さ
れた。世界初の CQ（臨床的疑問）に答える形式の
本ガイドラインは、総論的内容に加えて 8 領域に
渡る臓器別がん患者に対する妊孕性温存のガイド
ラインとなっている。本ガイドラインの今後の課
題にも記されているが、現状ではがん患者に対す
る生殖医療に関する情報を提供する、「がん・生殖
医療連携ネットワーク」が全国各地に存在してい
ないという地域格差や施設内格差が存在している。
そこで、AYA 世代がん患者の妊孕性温存に関して、
がん・生殖医療地域連携ネットワーク構築が本生
殖小班の研究目的の一つとなる。 
 
Ｂ．研究方法 
  2017 年 7 月には日本癌治療学会から、「小児、思
春期・若年がん患者の妊孕性温存に関する診療ガ
イドライン 2017 年度版」の作成に、副委員長とし
た参画した。一方、本年度も特定非営利活動法人
日本がん・生殖医療学会 web site 内の医療連携に
関するページを参考に、特定非営利活動法人日本
がん・生殖医療学会協力の下、本生殖小班の「が
ん・生殖医療地域連携ネットワーク web site
（http://www.j-sfp.org/aya/）」の内容更新を行
った。 
 

Ｃ．研究結果 
  2017 年 7 月には日本癌治療学会から、「小児、思
春期・若年がん患者の妊孕性温存に関する診療ガ
イドライン 2017 年度版」の作成に、副委員長とし
た参画した結果、がん・生殖医療連携ネットワー
クに関する地域格差や施設内格差の存在をパブリ
ックコメントを通じて把握することができた。 
本生殖小班の「がん・生殖医療地域連携ネットワ
ーク web site（http://www.j-sfp.org/aya/）」の
内容更新は以下の如くである； 
１．トップページ更新 
① メニューバナー追加(OC JAPAN meeting) 
② グローバルナビ更新 研究成果報告、JAPAN 

meeting 
③ 研究会からのお知らせ更新 

 
２．研究への取り組み更新 
① 新規ページ作成（PDF リンク含む） 

 
３．OC JAPAN meeting 新規ページ作成 
① 2016 準備会議抄録 PDF 作成、アップ 
② Oncofertility Consortium JAPAN meeting 

2017 開催報告 アップ 
③ 2017/12/11 開催 Oncofertility Consortium 

JAPAN meeting 2016 の抄録アップ、YOUTUBE
アップロード、埋め込み 
 

４．地域医療連携について（都道府県）更新 
① 新規ページ作成し、宮崎、京都、大阪、三重

を追加 
② 都道府県ページ更新：宮城、埼玉、千葉、静

岡、滋賀、兵庫、岡山、広島、長崎、鹿児島、
沖縄、福岡、熊本 

研究要旨：本研究班の目的は、わが国の思春期・若年成人(AYA)世代のがん医療の実態
調査および関連情報の収集を行い、妊孕性温存について、学会・団体と連携して総合的
に現状を分析し、この世代の特徴に配慮したがん対策のあるべき姿を具体的に政策提言
し、診療・支援のツール開発やガイドラインの作成を行うことである。具体的に妊孕性
温存に関しては、我々生殖小班による実態調査、ならびに地域完結型連携体制構築及び
マニュアル作成による生殖医療の普及啓発を行う。本年度も、がん・生殖医療連携ネッ
トワークの構築に向けた情報収集ならびに web site の内容充実にむけた取り組みを行
った。 



 
５．倫理審査事務書類 新規ページ作成 
① PDF 作成（33 件）PDF リンク 
② バナー 倫理審査事務書類への誘導バナー 

 
６．研究成果報告ページ更新 
① 新規ページ作成し、2018/1/12 班会議、

2018/6/8 班会議スライドアップ 
 
Ｄ．考察 
  本領域の均てん化を目指して、依然各地域で完結
できるがん・生殖医療に関する医療連携ネットワー
クの全国展開させる必要性がある。現在、滋賀県を
皮切りに、千葉県いすみの市、京都府、岐阜県、埼
玉県において、がん患者の妊孕性温存の診療に対す
る助成金制度が構築されている。特に、平成29年度
は上記4カ所で制度構築が決定され、現在他の地域
においても本領域に対する助成金制度構築が検討
されつつある。本領域に関するガイドラインの策定
が本制度の構築の促進に繋がったわけであるが、一
方がん・生殖医療連携ネットワークの地域格差や施
設内格差はかなり大きい現状がある。 
 

Ｅ．結論 
 堀部班生殖小班の実績を、引き続き継続して本領
域の啓発活動を続けていく必要性がある。 
 
 
Ｆ．健康危険情報 
  総括研究報告書にまとめて記入 
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